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【調査書の点数化】



調査書の点数化（推薦入試/獣医学類を除く）

１．出席状況

２．自己研鑽に関する記録

３．社会貢献に関する記録

※生産動物看護部門推薦、自己推薦では配点なし。

調査書における点数化する項目

①部活動の状況 ②資格・検定 ③留学実績

①生徒会・常設委員会・クラス委員長・自治会（町内会）
役員としての活動状況

②ボランティア活動

上記の評価項目は、高等学校在学中の活動に限り、評価対象とします。

ただし、高等学校卒業程度認定試験合格者については、高等学校卒業程度認定試験に
合格した年度を含む直近３年間の活動を評価対象とします。
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※合計30点を10点に
換算します。一 般 推 薦

・循環農学類

・食と健康学類

・管理栄養士コース

・環境共生学類
・獣医保健看護学類

一 般 推 薦

自 己 推 薦

生産動物看護部門推薦

・循環農学類

・食と健康学類

・環境共生学類

・獣医保健看護学類

出席状況

自己研鑽に関する記録

社会貢献に関する記録

産業振興特別推薦

・循環農学類

・食と健康学類

・管理栄養士コース

環境共生貢献推薦

・環境共生学類



調査書の点数化（推薦入試/獣医学類を除く）

一般推薦（循環農・食と健康・管理栄養士

・環境共生）

産業振興特別推薦（A推薦・B推薦）

環境共生貢献推薦

１０点

１．出席状況

学級閉鎖、公認欠席、特別欠席、授業、部活動、学校行事の事故による欠席を除く。

一般推薦（獣医保健看護）

欠席日数 ０～３日 ４～６日 ７～９日 １０～１５日 １６日以上

配点（１０点） １０ ８ ６ ４ ２

配点（１５点） １５ １２ ９ ６ ３

１５点

※生産動物看護部門推薦、自己推薦では配点なし。



調査書の点数化（推薦入試/獣医学類を除く）

２．自己研鑽に関する記録

①部活動 ５点

学年1回につき

・農業クラブの意見発表会等は大会出場に準ずる。

・複数の部活に加入している場合はダブルカウント可能。

・学校の部活動に限らず、校外のクラブチーム等での活動も含める。

・全国および都道府県大会は支部予選等を勝ち抜いたものに限る。

・関東大会や近畿大会等、都道府県大会より上位のブロック大会は都道府県大会出場と同様に取り扱う。

・各学年で半年以上所属し、かつ、３年間のうち１年以上継続したものに限る。ただし、３年次で活動終了（引退）までの期間が

半年未満となる場合は、活動終了（引退）まで所属した場合に限り半年以上とみなす。

例１） １年次の１０月１日に入部し、３年次の引退（８月）まで部員として活動 ⇒ ２点×３（１・２・３年）＝６点

例２） １年次の１１月に入部し、３年次の引退前７月に退部した部員の場合 ⇒ ２点×１（２年）＝２点

対象項目 クラブ部長（副） クラブ（部）員 全国大会出場 都道府県大会出場

配点（５点） ３ ２ ５ ３

＜部活動の上限は、5点とする＞



調査書の点数化（推薦入試/獣医学類を除く）

②資格 ５点

・同一資格のレベルアップも２点を加点する。

・資格の段級は問わない。

・“級”が明記される「英検」を除き「英語資格・検定試験（認定試験）」については、CEFRのレベルA１以上に対し、２点を加点する。

※認定試験の結果は、高校２年次以降、受験する年度までに取得した直近２年以内のものを対象とする。

２．自己研鑽に関する記録

高等学校在学中に取得した各種試験・検定による段級の記録について、１件につき２点

＜資格の上限は、５点とする＞



調査書の点数化（推薦入試/獣医学類を除く）

③留学

高等学校在学中の留学期間

・親の転勤に伴う帰国子女の海外高校就学は対象外とする。

一般推薦（循環農・食と健康・管理栄養士

・環境共生）

産業振興特別推薦（A推薦・B推薦）

環境共生貢献推薦

生産動物看護部門推薦

自己推薦

一般推薦（獣医保健看護）５点 １０点

項目
１２ヵ月を超え
るもの

９ヵ月以上 ６ヵ月以上 ２ヵ月以上 ２週間以上

配点（５点） ５ ４ ３ ２ １

配点（１０点） １０ ８ ６ ４ ２

２．自己研鑽に関する記録

＜留学の上限は、10点とする＞

＜留学の上限は、５点とする＞



調査書の点数化（推薦入試/獣医学類を除く）

①生徒会等 １０点

１期または１年につき

・農業クラブは常設委員会とする。

・学級、クラス内の委員および係は除く。

・任期が半期以上のものに限る。

・生徒会および自治会（町内会）活動に関しては、それぞれ任期が定まっているため、1期ごとに加点する。

ただし、任期が２年を超える場合は１年ごとに上記の点数を加点する。

対象項目
・生徒会長（副）

・自治会（町内会）役員
・常設委員会委員長（副）

・生徒会役員
・常設委員会委員
・クラス委員長

配点（１０点） ５ ４ ２

３．社会貢献に関する記録

＜生徒会等の上限は、１０点とする＞



調査書の点数化（推薦入試/獣医学類を除く）

②ボランティア

高等学校在学中に行ったボランティア活動

※同一のボランティア活動は通算できる。

・校内、外を問わない。

・学校行事として行うボランティア活動は除く。ただし、参加者を募集し、生徒が自主的に参加するものは対象とする。

・住居地域の清掃活動や美化活動は除く。

一般推薦（循環農・食と健康・管理栄養士

・環境共生）

産業振興特別推薦（A推薦・B推薦）

環境共生貢献推薦

生産動物看護部門推薦、自己推薦

一般推薦（獣医保健看護）５点 １０点

対象項目
・１０日（回）以上
・防犯、消防、救急活動で表彰を受けたもの

５日（回）以上 ２日（回）以上

配点（５点・１０点） ５ ３ ２

３．社会貢献に関する記録

＜ボランティアの上限は、５点とする＞

＜ボランティアの上限は、１０点とする＞



循環農学類 一般推薦入試志望 Ａさんの調査書点は何点？

Ａさんはこんな高校生

1０/10点満点出欠状況

自己研鑽に関する記録

社会貢献に関する記録

10/15点満点

11/15点満点

⑤：委員を２年 × ２点 ＝ ４点

ＨＲ委員長を1年 × ２点 ＝ ２点

⑥：ボランティア参加

５日以上 2種類 × ３点 ＝ ６点

Aさんの調査書点 31点／40点満点

①：０～３日間 ＝ 1０点

調査書の点数（例）

① ３年間の欠席日数は３日

②
３年間吹奏楽部に所属
１年次に県大会出場
３年次に副部長

③
１年次に漢字検定３級取得

３年次に漢字検定２級取得

④ １年次に３週間の留学

⑤
１・２年次は保健委員
３年次はHR委員長

⑥

校内に掲示されていた災害ボラン
ティアの募集案内に応募し、夏休み
５日間参加。
福祉施設のボランティアスタッフ（年
に２回）として、高校３年間活動

②：部員を２年 × ２点 ＝ ４点

都道府県大会出場 × ３点 ＝ ３点

副部長を１年 × ３点 ＝ ３点

③：資格１つ × ２点 ＝ ２点

資格レベルアップ × ２点 ＝ ２点

④：留学2週間以上 × １点 ＝ １点

上限５点

（上限５点）
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